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福音の
ひびき

5月の説教者

2 日　復活節第5主日
山野　聖嗣
（港教会）

9 日　復活節第6主日
ピレスピッレ・ジュード

（豊橋教会）
16日　主の昇天

狩浦　正義
（美濃加茂教会）

23日　聖霊降臨の主日
ポノンバン・フレデリック・フリッツ

（岐阜教会）
30日　三位一体の主日

平田　豊彦
（布池教会）

聖
週
間
の
水
曜
日
３
月
31

日
、
司
教
座
聖
堂
で
あ
る
布

池
教
会
で
、
松
浦
悟
郎
司
教

は
名
古
屋
教
区
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
司
祭
た
ち
と
聖
香
油

の
ミ
サ
を
執
り
行
っ
た
。

去
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

関
係
者
の
み
の
非
公
開
ミ
サ

で
あ
っ
た
が
、
今
年
は
人
数

を
制
限
し
た
う
え
で
一
般
信

徒
も
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

聖
香
油
の
ミ
サ
で
は
そ
の

年
に
用
い
ら
れ
る
「
病
者

の
油
」「
洗
礼
志
願
者
の
油
」

の
祝
福
、「
聖
香
油
」
の
聖

別
が
行
わ
れ
、
ま
た
司
祭
の

約
束
の
更
新
が
行
わ
れ
る
。

松
浦
司
教
は
、
油
を
注
ぐ

と
い
う
司
祭
の
役
割
に
つ
い

て
話
し
、「
司
祭
は
油
を
注

が
れ
て
司
祭
と
な
る
が
、
今

度
は
そ
の
同
じ
油
を
人
々
に

注
ぎ
、
こ
う
し
て
信
徒
と
司

祭
は
結
ば
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
は
違
う
が
お
互
い
か

け
が
え
の
な
い
役
割
を
果
た

し
て
い
く
。
し
か
し
何
の
た

め
に
油
を
注
ぐ
の
か
、
そ
の

目
的
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い

な
い
か
、
教
会
の
使
命
を

怠
っ
て
い
な
い
か
？
」
と
問

い
か
け
た
。
そ
し
て
司
祭
の

約
束
の
更
新
の
た
め
に
二
つ

の
心
掛
け
を
示
し
た
。

一
つ
は
「
司
祭
は
、
教
会

が
貧
し
い
人
々
に
喜
び
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
共
同

体
に
な
る
た
め
に
働
く
こ

と
」、
二
つ
目
は
「
毎
日
捧

げ
る
ミ
サ
と
教
会
の
祈
り
を

大
切
に
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら

ミ
サ
の
た
び
に
集
う
食
卓
に

は
、
そ
こ
に
い
る
人
だ
け
で

は
な
く
す
べ
て
の
人
が
招
か

れ
て
い
る
。
ま
た
教
会
の
祈

り
は
詩
編
が
中
心
で
、
詩
編

に
は
、
神
へ
の
賛
美
だ
け
で

な
く
、
苦
し
む
人
の
叫
び

が
多
く
で
て
く
る
。
詩
編
を

唱
え
る
時
、
こ
う
し
た
人
々

の
叫
び
を
私
た
ち
の
祈
り
と

し
て
神
に
届
け
る
意
味
が
あ

る
」。
そ
し
て
信
徒
た
ち
に

も
司
祭
、
司
教
の
た
め
に

祈
っ
て
ほ
し
い
と
結
ん
だ
。

説
教
に
続
い
て
「
司
祭
の

約
束
の
更
新
」
が
行
わ
れ
、

司
祭
団
は
一
致
し
て
司
教
の

一
つ
一
つ
の
問
い
か
け
に
力

強
く
答
え
た
。

聖
香
油
ミ
サ
閉
祭
の
儀
の

前
に
、
名
古
屋
教
区
で
福
音

宣
教
の
先
頭
に
立
っ
て
熱
意

を
燃
や
し
、
現
在
も
活
躍
さ

れ
て
い
る
司
祭
、
修
道
者
、

奉
献
生
活
者
の
金
銀
祝
の
お

祝
い
が
行
わ
れ
た
。
司
教
は

長
年
活
躍
さ
れ
て
き
た
方
々

に
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か

け
、
金
銀
祝
を
受
け
た
一
人

ひ
と
り
に
、
記
念
品
と
花
束

が
贈
ら
れ
た
。

ま
た
、
洗
足
カ
ル
メ
ル
修

道
会
か
ら
名
古
屋
教
区
司
祭

に
移
籍
し
た
窄
口
松
雄
神
父

と
、
終
身
助
祭
に
向
け
て
研

修
を
始
め
る
秋
元
伸
介
さ

ん
、
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学

院
の
本
科
生
と
な
っ
た
近
藤

真ま

理り

生お

神
学
生
の
紹
介
も

あ
っ
た
。

司
祭
叙
階
、
修
道
誓
願
と

奉
献
生
活
誓
願
の
金
銀
祝
を

受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
通

り
。

司
祭
叙
階
（
金
祝
）

Fr.
フ
ォ
ン
ツ
・
マ
ル
セ
リ
ー

ノ（
ク
ラ
レ
チ
ア
ン
宣
教
会
）

司
祭
叙
階
（
銀
祝
）

Fr.
ダ
シ
オ
ン
・
ヨ
ゼ
フ
・
ブ

ル
ー
ノ
（
神
言
修
道
会
）

Fr.
大お

お

瀬せ

高た
か

司し

（
洗
足
カ
ル
メ

ル
修
道
会
）

修
道
者
・
奉
献
生
活
者
誓
願

（
金
祝
）

Sr.
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
ワ
ン

ダ
・
ザ
ノ
ッ
テ
ィ
（
幼
き
聖

マ
リ
ア
修
道
会
）

Sr.
福ふ

く

井い

節せ
つ

子こ

（
幼
き
聖
マ
リ

ア
修
道
会
）

Sr.
尾お

崎ざ
き

世せ

栄え

子こ

（
聖
霊
奉
侍

布
教
修
道
会
）

Sr.
武た

け

田だ

ミ
ヱ
子
（
聖
霊
奉
侍

布
教
修
道
会
）

Sr.
伊い

藤と
う

伎き

余よ

子こ

（
聖
霊
奉
侍

布
教
修
道
会
）

Ms.
上う

え

羽ば

緑み
ど
り（

聖
マ
リ
ア
在
俗

会
）

修
道
者
・
奉
献
生
活
者
誓
願

（
銀
祝
）

Sr.
信し

ん

条じ
ょ
う

希の
ぞ
み望

（
聖
マ
リ
ア

の
無
原
罪
教
育
宣
教
修
道

会
）金

銀
祝
を
受
け
ら
れ
た
方

の
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
3
面
に

掲
載
。

ヨ
セ
フ
年

２
０
２
０
年
12
月
８
日
～�

�

２
０
２
１
年
12
月
８
日

ラ
ウ
ダ
ー
ト
・
シ

　
　
　
　

特
別
年

２
０
２
０
年
５
月
24
日
～�

�

２
０
２
１
年
５
月
24
日

聖
香
油
ミ
サ
で
司
祭
の
役
割
に
つ
い
て
話
す
松
浦
司
教

聖
香
油
ミ
サ
と 

司
祭
・
修
道
者
の
金
銀
祝

司
祭
は
、
教
会
が
貧
し
い
人
々
に 

喜
び
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る 

共
同
体
に
な
る
た
め
に
働
く
こ
と

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

３
．
11
震
災
の
集
い

震
災
か
ら
10
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
た
３
月
11
日
、
富

山
教
会
の
聖
堂
を
メ
イ
ン
会

場
に
、「
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク　

東
日
本
大
震
災
・
福
島
原
発

事
故
犠
牲
者
追
悼
・
復
興
祈

願
の
集
い
」
が
開
か
れ
た
。

当
日
は
、
事
前
に
収
録
さ

れ
た
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と

し
て
、
カ
リ
タ
ス
大
船
渡

ベ
ー
ス
の
菅
原
圭
一
ベ
ー
ス

長
に
話
を
聞
い
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

す
べ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
付
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
中
、
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ

フ
で
、
被
災
地
の
人
び
と
に

寄
り
添
い
、
生
活
を
支
え
続

け
て
い
る
こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍

が
治
ま
っ
た
ら
、
ま
た
是
非

東
北
を
訪
れ
、
少
し
づ
つ
変

化
す
る
被
災
地
の
様
子
を
確

か
め
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

被
災
地
で
見
た
こ
と
、
聞
い

た
こ
と
を
、
今
度
は
自
分
た

ち
の
命
を
守
る
た
め
に
必
ず

役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
話
し

た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

祈
り
の
集
い
で
は
、
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
で
参
加
さ
れ
た
20
数
名

の
方
々
と
富
山
教
会
聖
堂
の

参
加
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋

が
り
、
い
ま
だ
途
上
に
あ
る

被
災
地
の
復
興
を
願
い
、
祈

り
を
捧
げ
た
。

地
震
発
生
時
刻
の
午
後
2

時
46
分
に
は
、
鐘
の
音
と
と

も
に
黙
祷
を
捧
げ
、
犠
牲
と

な
ら
れ
た
方
々
と
被
災
地
に

想
い
を
馳
せ
た
。

�

（
富
山
地
区
社
会
委
員
会
）

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
３

月
11
日
付
で
新
駐
日
教
皇
大

使
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
出
身

の
レ
オ
・
ボ
ッ
カ
ル
デ
ィ
大

司
教
を
任
命
し
た
こ
と
を
発

表
し
た
。
レ
オ
・
ボ
ッ
カ
ル

デ
ィ
大
司
教
は
本
任
命
ま
で

イ
ラ
ン
の
教
皇
大
使
を
務
め

て
い
た
。

レ
オ
・
ボ
ッ
カ
ル
デ
ィ
大

司
教
は
１
９
５
３
年
４
月
15

日
、
イ
タ
リ
ア
の
サ
ン
マ
ル

テ
ィ
ノ
・
イ
ン
・
ペ
ン
シ
リ

ス
生
ま
れ
。79
年
６
月
24
日
、

司
祭
叙
階
。
神
学
博
士
。
87

年
か
ら
教
皇
庁
の
外
交
活
動

を
開
始
し
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ベ
ル

ギ
ー
、
教
皇
庁
国
務
省
外
務

局
で
働
き
、
国
連
の
国
際
原

子
力
機
関
や
欧
州
安
保
協
力

機
構
、
包
括
的
核
実
験
禁
止

条
約
準
備
委
員
会
へ
の
聖
座

代
表
。
２
０
０
１
年
３
月
17

日
か
ら
は
ウ
ィ
ー
ン
の
国
連

工
業
開
発
機
関
と
国
連
事
務

新
教
皇
大
使
の 

任
命
に
つ
い
て

所
で
の
聖
座
常
任
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
を
務
め
て
い
た
。
07
年

か
ら
13
年
ま
で
駐
ス
ー
ダ

ン
・
エ
リ
ト
リ
ア
教
皇
大
使

を
務
め
、
13
年
７
月
11
日
、

駐
イ
ラ
ン
教
皇
大
使
に
任

命
。
イ
タ
リ
ア
語
と
フ
ラ
ン

ス
語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語

を
話
す
。

「
聖
ヨ
セ
フ
の
特
別
年
」

と
並
行
し
て
、
教
皇
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
使
徒
的
勧
告
「
愛

の
よ
ろ
こ
び
」
発
表
５
周
年

を
記
念
す
る
「
愛
の
よ
ろ
こ

び
の
家
族
年
」
が
３
月
19
日

に
始
ま
っ
た
。
こ
の
「
愛
の

「
愛
の
よ
ろ
こ
び
の
家
族
年
」

始
ま
る

　

期
間
は
２
０
２
１
年
３
月
19
日
～

�

２
０
２
２
年
６
月
26
日

よ
ろ
こ
び
の
家
族
年
」
は
、

２
０
２
１
年
３
月
19
日
に
始

ま
り
、
２
０
２
２
年
６
月
26

日
に
ロ
ー
マ
で
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
る
「
第
10
回
世

界
家
庭
大
会
」
ま
で
行
わ
れ

る
。「愛

の
よ
ろ
こ
び
の
家
族

年
」開
催
前
日
の
３
月
18
日
、

「
教
皇
庁
信
徒
・
家
庭
・
い

の
ち
省
」
は
こ
の
特
別
年
の

目
的
、
概
要
を
説
明
し
た
。

同
省
長
官
ケ
ビ
ン
・
ジ
ョ
セ

フ・フ
ァ
レ
ル
枢
機
卿
は「
家

庭
は
司
牧
的
ケ
ア
と
、献
身
、

家
族
と
司
牧
者
の
協
力
を
必

要
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
、

こ
の
特
別
年
が
、
家
庭
を
司

牧
活
動
と
社
会
の
中
で
よ
り

主
役
的
に
す
る
た
め
の
助
け

と
な
る
こ
と
を
願
っ
た
。

ま
た
、「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

と
い
う
困
難
の
時
こ
そ
、
キ

リ
ス
ト
教
的
家
庭
の
姿
を
真

の
『
善
き
知
ら
せ
』
と
し
て

示
す
べ
き
」
と
。
家
庭
は
わ

た
し
た
ち
の
最
も
正
真
で
最

も
根
源
的
な
人
間
関
係
を
守

る
存
在
で
あ
り
続
け
る
と
述

べ
た
フ
ァ
レ
ル
枢
機
卿
は
、

シ
ノ
ド
ス
の
長
い
歩
み
の
実

り
で
あ
る
。

教
皇
の
使
徒
的
書
簡
「
愛

の
よ
ろ
こ
び
」
を
、
教
会
の

中
だ
け
で
な
く
、
家
庭
の
中

で
も
手
に
取
り
、
そ
の
豊
か

な
内
容
に
改
め
て
触
れ
る
よ

う
勧
め
た
。

ま
た
同
枢
機
卿
は
、
こ
の

特
別
年
を
困
難
を
抱
え
た
家

庭
に
寄
り
添
い
、
危
機
に
あ

る
夫
婦
や
家
族
を
導
き
、
孤

独
な
人
や
、
貧
し
い
家
族
、

分
裂
し
た
家
族
を
支
え
る
機

会
と
す
る
よ
う
呼
び
か
け

た
。
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世界広報の日・献金�
5月9日

　福音宣教はわたしたちの使命です。「世界広報の日」は、この
福音宣教の分野の中でもとくに新聞、雑誌、テレビ、ラジオ、
映画などの広報媒体を用いて行う宣教について、教会全体で考
え、反省し、祈り、献金をささげる日です。日本のようにマス
コミや技術の進歩している国で、広報が社会や文化に及ぼす影
響ははかりしれないものがあります。広報の重要性を再認識し、
広報を通して社会と人々にどのようにかかわっていくことがで
きるか、また、実際どのようにかかわっているかを考えること
が大切です。「世界広報の日」は、第2バチカン公会議で定めら
れ、1967年以来、毎年、特別のテーマが決められ、教皇メッセー
ジが出されています。

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
会
長
談
話

昨
年
12
月
８
日
、
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
教
皇
様
は
、
教
皇
ピ

オ
九
世
が
聖
ヨ
セ
フ
を
「
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
保
護
者
」

と
宣
言
さ
れ
て
か
ら
150
年
に

な
る
の
を
記
念
し
て
、
使
徒

的
書
簡
『
父
の
心
で
』１
を

発
表
さ
れ
、
２
０
２
０
年
12

月
８
日
～
２
０
２
１
年
12
月

８
日
を
「
ヨ
セ
フ
年
」
と
す

る
と
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
昨
年
12
月
27
日
に
は
、
２

０
２
１
年
３
月
19
日
～
２
０

２
２
年
6
月
26
日
を
「『
愛

の
よ
ろ
こ
び
』
家
庭
年
」
と

す
る
と
発
表
さ
れ
、
さ
ら
に

今
年
１
月
31
日
に
、
２
０
２

１
年
か
ら
７
月
第
４
日
曜
日

を
「
祖
父
母
と
高
齢
者
の
た

め
の
世
界
祈
願
日
」２
と
す

る
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
見
ま
す
と
、
教
皇
様

は
、
こ
れ
か
ら
少
な
く
と
も

１
年
余
り
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍

で
つ
ら
い
状
況
に
あ
る
わ
た

し
た
ち
が
、
と
く
に
家
族
の

こ
と
を
思
い
、
大
切
に
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
、
と
呼

び
か
け
て
お
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
も
、

「
す
べ
て
の
人
は
兄
弟
姉
妹

で
す
」
と
強
調
さ
れ
る
教
皇

様
の
お
考
え
を
合
わ
せ
ま
す

と
、
血
縁
の
家
族
だ
け
で
な

く
、
共
同
体
、
地
域
、
国
、

国
際
社
会
な
ど
も
家
族
と
見

な
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
大
切

に
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
教
皇
様
が
「
ヨ
セ

フ
年
」を
設
け
ら
れ
た
の
は
、

聖
ヨ
セ
フ
へ
の
信
心
を
深

め
、
取
り
次
ぎ
を
願
い
、
徳

に
倣
う
た
め
で
す
。そ
れ
で
、

上
記
書
簡
の
中
で
聖
ヨ
セ
フ

の
父
親
像
に
つ
い
て
思
い
を

め
ぐ
ら
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

る
わ
た
し
た
ち
と
分
か
ち
合

う
た
め
に
、
７
つ
の
特
徴
を

挙
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
特
徴
も
父
親
だ
け
で
な

く
、
わ
た
し
た
ち
皆
に
当
て

は
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
す
。
是
非
こ
の
使
徒
的
書

簡
を
読
ん
で
聖
ヨ
セ
フ
に
親

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
教
会
で
は
昔
か

ら
聖
ヨ
セ
フ
へ
の
信
心
も
盛

ん
で
あ
り
、
そ
の
取
り
次
ぎ

を
願
っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
を
通
る
こ
と
で
わ
た
し

た
ち
の
信
仰
と
愛
が
浄
化
さ

れ
、
こ
の
疫
病
が
一
日
も
早

く
終
息
し
ま
す
よ
う
聖
ヨ
セ

フ
の
取
り
次
ぎ
に
よ
っ
て
祈

り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
ヨ
セ
フ
年
に
ち
な

ん
で
、
会
長
カ
テ
ケ
ー
ジ
ス

『
い
の
ち
を
守
る
聖
ヨ
セ
フ
』

に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

２
０
２
１
年
３
月
４
日

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議

会　

会
長

カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教　

�

ヨ
セ
フ
髙
見
三
明

注
）

１
．	A

postolic Letter of 
Pope F

rancis, Patris 
Corde, 2020.12.8. 

（
カ
ト

リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
事
務

局
訳
（
２
０
２
１
）「
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
使
徒
的
書

簡
『
父
の
心
で
―
聖
ヨ
セ
フ

を
普
遍
教
会
の
保
護
者
と
す

る
宣
言
150
周
年
を
記
念
し

て
』」）

２
．	W

orld D
ay for Grand-

parents and the E
l-

derly

の
仮
訳
。

�

（
英
語
版
は
３
面
に
掲
載
）

昨
年
12
月
８
日
、
教
皇
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
教
皇
ピ
オ

九
世
が
聖
ヨ
セ
フ
を
「
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
保
護
者
」
と

宣
言
さ
れ
て
か
ら
150
年
に
な

る
の
を
記
念
し
て
、
使
徒
的

書
簡
『
父
の
心
で
』
を
発
表

さ
れ
、
２
０
２
０
年
12
月
８

日
～
２
０
２
１
年
12
月
８
日

を
「
ヨ
セ
フ
年
」
と
す
る
と

宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１

４
年
か
ら
ミ
サ
第
２
～
４
奉

献
文
の
取
り
次
ぎ
の
祈
り
に

聖
ヨ
セ
フ
の
名
が
加
え
ら

れ
た
こ
と
は
、「
ヨ
セ
フ
年
」

の
準
備
に
も
な
っ
た
よ
う
で

す
。な

お
、
教
皇
ピ
オ
九
世
に

次
い
で
、
教
皇
ピ
オ
十
二
世

は
聖
ヨ
セ
フ
を
「
労
働
者
の

保
護
者
」（
１
９
５
５
年
５

月
１
日
）、
聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ

ウ
ロ
二
世
教
皇
は
「
購
い
主

の
守
護
者
」（
１
９
８
９
年

８
月
５
日
）
と
そ
れ
ぞ
れ
宣

言
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
信

者
た
ち
の
間
で
は
「
よ
い
最

期
の
保
護
者
」
と
し
て
慕
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、『
カ
ト
リ
ッ
ク
聖

歌
集
』（
１
９
６
６
年
）
の

中
の
聖
ヨ
セ
フ
の
４
つ
の
聖

歌
に
は
「
守
る
」
と
い
う
言

葉
が
共
通
し
て
み
ら
れ
ま

す
。教

皇
は
ヨ
セ
フ
の
父
親
像

の
特
徴
を
7
つ
挙
げ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
「
い

の
ち
を
守
る
聖
ヨ
セ
フ
」
の

姿
に
近
づ
い
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

１
．‌�

マ
リ
ア
の
尊
厳

を
守
る
ヨ
セ
フ

ヨ
セ
フ
は
マ
リ
ア
と
婚
約

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
律
法

の
上
で
二
人
は
夫
婦
同
様
に

見
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
ヨ
セ
フ
は
身
に
覚

え
が
な
い
の
に
、
マ
リ
ア
が

子
を
宿
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た（
マ
タ
イ
１・18
）。

マ
リ
ア
自
身
は
、
天
使
の
お

告
げ
で
、
聖
霊
の
働
き
に

よ
っ
て
子
を
産
む
と
言
わ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
信
じ

て
受
け
入
れ
ま
し
た
（
ル
カ

１
・
26

－

38
）
が
、
ヨ
セ
フ

髙見三明大司教

司
教
協
議
会
会
長 

カ
テ
ケ
ー
ジ
ス

「
い
の
ち
を
守
る
聖
ヨ
セ
フ
」

ど
ん
な
非
難
や
中
傷
を
受
け

る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
の
中

で
、「
恐
れ
ず
妻
マ
リ
ア
を

迎
え
入
れ
な
さ
い
。
マ
リ
ア

の
胎
の
子
は
聖
霊
に
よ
っ
て

宿
っ
た
の
で
あ
る
」
と
い

う
主
の
こ
と
ば
を
受
け
ま
し

た
。
し
か
し
そ
れ
に
対
し
て

何
の
説
明
も
求
め
る
こ
と
な

く
、
言
わ
れ
た
と
お
り
に
実

行
し
ま
し
た
（
マ
タ
イ
１
・

20

－

24
）。

婚
約
者
の
違
反
を
訴
え
て

求
刑
す
る
こ
と
は
回
避
し
た

も
の
の
、
神
の
お
望
み
は
、

恐
れ
ず
に
マ
リ
ア
を
妻
と
し

て
迎
え
る
こ
と
で
し
た
。
神

は
ヨ
セ
フ
の
や
さ
し
さ
を
救

い
の
計
画
の
中
で
生
か
す
こ

と
を
望
ま
れ
た
の
で
す
。

ベ
ツ
レ
ヘ
ム
で
イ
エ
ス
が

生
ま
れ
た
後
、
主
の
み
使
い

か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
に
逃
げ
る

よ
う
に
、
そ
し
て
そ
の
後
イ

ス
ラ
エ
ル
に
戻
る
よ
う
に
言

わ
れ
た
時
も
、
そ
れ
を
神
の

望
み
と
し
て
受
け
入
れ
、
何

の
疑
い
も
な
く
す
ぐ
に
実
行

し
ま
し
た
（
マ
タ
イ
２
・
13

－

23
）。
神
に
全
幅
の
信
頼

を
お
い
て
い
た
か
ら
で
す
。

神
に
信
頼
し
て
実
行
す
る
こ

と
こ
そ
重
要
な
の
で
す
。

こ
の
ヨ
セ
フ
の
信
仰
は
、

ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
信
仰
に
似
て

い
ま
す
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
も
、

故
郷
を
去
っ
て
神
が
示
す
地

に
行
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
と

き
（
創
世
記
12
・
１

－

６
）、

高
齢
と
不
妊
の
夫
婦
に
子
ど

も
が
生
ま
れ
る
と
告
げ
ら

れ
た
と
き
（
15
・
４

－

６　; 

18
・
10

－

15
）、
そ
の
一
人

息
子
を
さ
さ
げ
よ
と
命
じ
ら

れ
た
と
き
（
22
・
１

－

13
）、

一
言
も
疑
問
や
不
平
の
言
葉

を
発
す
る
こ
と
な
く
神
の
こ

と
ば
ど
お
り
に
実
行
し
ま
し

た
。も

ち
ろ
ん
、
マ
リ
ア
と
同

様
、
ヨ
セ
フ
も
イ
エ
ス
に
つ

い
て
の
シ
メ
オ
ン
の
話
に
驚

い
た
り（
ル
カ
２・28

－

33
）、

神
殿
で
の
12
歳
の
イ
エ
ス
の

言
葉
の
意
味
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
り
し
ま
し
た
（
２
・

50
）。
そ
れ
で
も
、
イ
エ
ス

と
マ
リ
ア
を
中
心
に
し
て
生

活
を
切
り
開
い
て
い
き
ま
し

た
。

�

（
次
号
に
続
く
）

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
「
ヨ
セ
フ
年
」
を
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協

議
会
会
長
・
髙
見
三
明
大
司
教
が
談
話
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
「
い
の
ち
を
守
る
聖

ヨ
セ
フ
」
と
題
す
る
カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
（
要
理
）
を
提
供
さ
れ
た
。「
談
話
」
に
よ
っ
て
私
た
ち
は
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
教
皇
が
ヨ
セ
フ
年
を
設
け
た
意
義
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
詳
し
く
は
、
使
徒
的
書

簡
『
父
の
心
で
』
を
読
も
う
（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
で
全
文
公
開
。
小
冊
子
（
165

円
）
も
発
売
中
）。

ま
た
、イ
エ
ス
の
養
父
、マ
リ
ア
の
夫
で
大
工
で
あ
っ
た
聖
ヨ
セ
フ
の
信
仰
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
か
。
髙
見
大
司
教
の
「
カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
」
を
味
わ
っ
て
、
ヨ
セ
フ
の
人
柄
や
生
き
方
を
学
び
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
回
心
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
本
紙
で
は
「
カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
」
を
２
回
に

分
け
て
掲
載
し
ま
す
。
今
回
の
内
容
は
「
１　

マ
リ
ア
の
尊
厳
を
守
る
ヨ
セ
フ
」
と
「
２　

神
の
お
望

み
を
実
行
す
る
人
」
で
す
。
次
号
で
は
、
３
～
５
を
紹
介
し
ま
す
。

は
そ
の
こ
と
を
ま
だ
知
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
も
し
婚

約
者
の
マ
リ
ア
が
ほ
か
の
男

性
と
関
係
を
持
っ
た
の
で
あ

れ
ば
、
姦
通
罪
を
犯
し
た
こ

と
に
な
り
、
ヨ
セ
フ
は
、
律

法
に
従
っ
て
、
マ
リ
ア
と
相

手
の
男
性
を
訴
え
て
、
死
刑

を
求
刑
す
る
こ
と
も
で
き
ま

し
た
（
レ
ビ
記
20
・
10　; 
申

命
記
22
・
22

－

24
参
照
）。

そ
れ
が
「
正
し
い
人
」
の
す

る
こ
と
で
し
た
。

「
正
し
い
人
」
と
は
、
何

よ
り
も
律
法
を
忠
実
に
守
る

人
の
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で

す
。
実
際
ヨ
セ
フ
は
、
息
子

イ
エ
ス
の
割
礼
と
奉
献
、
過

越
祭
の
エ
ル
サ
レ
ム
巡
礼
な

ど
の
掟
を
守
る
、
正
し
い
人

で
し
た
。
し
か
し
彼
の
正
し

さ
は
、
単
に
律
法
を
忠
実
に

守
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
以
上
に
人
の
尊
厳
を
守

る
こ
と
を
優
先
さ
せ
る
こ
と

に
あ
り
ま
し
た
。

ヨ
セ
フ
は
、
マ
リ
ア
を
信

頼
し
、
尊
敬
し
て
い
た
の

で
、
マ
リ
ア
の
女
性
と
し
て

の
尊
厳
を
守
ろ
う
と
し
た
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
苦
し
み

悩
ん
だ
末
で
あ
っ
た
と
想
像

さ
れ
ま
す
が
、「
マ
リ
ア
の

こ
と
を
表
ざ
た
に
す
る
の
を

望
ま
ず
、
ひ
そ
か
に
縁
を
切

ろ
う
と
決
心
」（
マ
タ
イ
１
・

19
）
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は

婚
約
者
マ
リ
ア
に
対
す
る
愛

に
満
ち
た
気
遣
い
が
あ
り
ま

し
た
。
彼
の
正
し
さ
は
真
の

や
さ
し
さ
に
あ
っ
た
と
言
え

ま
す
。
ヨ
セ
フ
の
行
動
は
、

姦
通
の
女
を
赦
し
（
ヨ
ハ
ネ

８
・
11
）、
安
息
日
の
掟
の

遵
守
よ
り
病
人
の
癒
や
し
を

優
先
さ
せ
た
イ
エ
ス
の
姿

（
ル
カ
13
・
10

－

17　; 

14
・

１

－

６　; 

ヨ
ハ
ネ
５
・
１

－

18　; 

９
・
１

－

34
）
と
重
な

り
ま
す
。
幸
い
、ヨ
セ
フ
は
、

マ
リ
ア
が
聖
霊
に
よ
っ
て
身

ご
も
っ
て
い
る
と
神
か
ら
知

ら
さ
れ
て
ひ
と
ま
ず
安
ど
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
．‌�

神
の
お
望
み
を

実
行
す
る
人

ヨ
セ
フ
は
、
婚
約
中
に
み

ご
も
っ
た
マ
リ
ア
の
こ
と
で

大
い
に
戸
惑
い
、
自
分
の
家

族
や
親
類
、
友
人
た
ち
か
ら



（ 3 ）	 ２ ０ 2 1 年 5 月 2 日（日曜日）	 名古屋教区ニュース	 （ 4 1 2 号）

２
０
２
１
年
金
銀
祝
の
方
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

金銀祝のメッセージを話すマルセリーノ神父（左）、ブルーノ神父（中）、大瀬高司神父。

２
０
２
１
年
金
銀
祝
の
方
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

金
銀
祝
を
迎
え
た
司
祭
、

修
道
者
、
奉
献
生
活
者
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
抜
粋
し
て
掲

載
し
ま
す
。

�

（
１
面
関
連
記
事
）

司
祭
叙
階
（
金
祝
）

Fr.
フ
ォ
ン
ツ
・
マ
ル
セ
リ
ー

ノ（
ク
ラ
レ
チ
ア
ン
宣
教
会
）

１
９
７
３
年
、
日
本
に
来

て
、
が
っ
か
り
し
た
こ
と
が

一
つ
あ
り
ま
し
た
。
第
二
バ

チ
カ
ン
公
会
議
が
終
わ
っ
て

か
ら
10
年
も
た
っ
て
い
た
の

に
、
日
本
の
教
会
に
は
そ
の

刷
新
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
刷
新
の

プ
ロ
セ
ス
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
は
大
き
な
お

恵
み
と
な
り
ま
し
た
。

司
祭
叙
階
（
銀
祝
）

Fr.
大
瀬
高
司
（
洗
足
カ
ル
メ

ル
修
道
会
）

初
代
貴
ノ
花
、
藤
島
親
方

が
弟
子
を
ス
カ
ウ
ト
す
る

時
、「
年
齢
相
応
の
子
供
ら

し
さ
」
が
感
じ
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
見
て
い
る
…
と
い
う

投
稿
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

召
命
に
関
し
て
も
同
様
な
こ

と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

常
々
重
視
し
て
い
る
の
は

「
目
」。
年
齢
を
問
わ
ず
、
目

力
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
安
心

で
す
。

Fr.
ダ
シ
オ
ン
・
ヨ
ゼ
フ
・
ブ

ル
ー
ノ
（
神
言
修
道
会
）

司
祭
叙
階
の
モ
ッ
ト
ー

「
御
心
の
ま
ま
に
」（
マ
タ
イ

26
）。
司
祭
叙
階
の
恵
み
を

受
け
て
か
ら
25
周
年
、
こ
れ

は
「
司
祭
に
な
る
」
た
め
の

第
一
歩
に
す
ぎ
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
神
様
は
多
く
の

皆
さ
ん
の
温
か
い
眼
差
し
や

多
く
の
出
来
事
を
通
じ
て
、

私
を
見
守
り
、
導
い
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

修
道
者
・
奉
献
生
活
者
誓
願

（
金
祝
）

Sr.
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
ワ
ン

ダ
・
ザ
ノ
ッ
テ
ィ
（
幼
き
聖

マ
リ
ア
修
道
会
）

幼
い
時
か
ら
シ
ス
タ
ー
に

な
る
夢
が
あ
り
ま
し
た
。
20

歳
に
な
っ
て
こ
の
夢
は
実
現

し
、
イ
エ
ス
の
足
跡
に
従
っ

て
歩
ん
で
来
ま
し
た
。
愛
と

恵
み
の
50
年
で
し
た
。
神
の

愛
、
神
の
忠
実
さ
を
賛
美
し

た
い
の
で
す
。
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
心
の
中
に
喜
び
と

幸
せ
し
か
湧
い
て
き
ま
せ

ん
。

Sr.
福
井
節
子
（
幼
き
聖
マ
リ

ア
修
道
会
）

洗
礼
の
恵
み
を
受
け
て
、

主
に
自
身
を
お
捧
げ
す
る
こ

と
を
心
に
留
め
ま
し
た
。
人

生
の
岐
路
に
立
ち
、
奉
献
生

活
の
意
志
を
指
導
司
祭
に
伝

え
る
と
、「
そ
の
言
葉
を
待
っ

て
い
ま
し
た
」
と
い
う
返
事

を
も
ら
い
ま
し
た
。
神
様
の

同
意
を
得
た
と
い
う
喜
び
の

う
ち
に
、
修
道
会
に
入
会
し

ま
し
た
。

Sr.
尾
崎
世
栄
子
（
聖
霊
奉
侍

布
教
修
道
会
）

入
会
の
日
か
ら
イ
エ
ス
探

し
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
に

な
っ
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、

イ
エ
ス
は
す
で
に
私
の
心
の

奥
深
く
に
住
ん
で
お
ら
れ
、

私
が
気
づ
く
の
を
待
っ
て
お

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

イ
エ
ス
を
見
え
る
よ
う
に
、

イ
エ
ス
の
声
を
聞
け
る
よ
う

に
、
と
。

Sr.
武
田
ミ
ヱ
子
（
聖
霊
奉
侍

布
教
修
道
会
）

洗
礼
を
受
け
る
前
に
聖
霊

会
に
入
会
す
る
こ
と
を
希
望

し
て
い
ま
し
た
。
受
洗
し
て

か
ら
２
年
後
、
両
親
に
入
会

し
た
い
と
伝
え
る
と
、
父
は

猛
反
対
で
し
た
。
し
か
し
、

シ
ス
タ
ー
た
ち
の
生
活
を
見

て
、
そ
れ
ま
で
の
態
度
は
一

変
し
、「
お
前
が
一
番
親
孝

行
だ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

Ms.
上
羽
緑
（
聖
マ
リ
ア
在
俗

会
）こ

の
50
年
は
、「
神
様
の

導
き
に
感
謝
！
」
の
一
言
に

尽
き
ま
す
。
在
俗
奉
献
者
と

し
て
、
社
会
の
多
種
多
様
な

価
値
観
を
持
っ
た
人
々
の

中
で
共
に
生
き
る
こ
と
は
、

日
々
自
分
と
の
闘
い
で
し

た
。
出
会
い
や
経
験
を
通
じ

て
、
神
様
の
前
で
少
し
ず
つ

素
直
に
な
っ
て
い
け
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

修
道
者
・
奉
献
生
活
者
誓
願

（
銀
祝
）

Sr.
信
条
希
望
（
聖
マ
リ
ア
の

無
原
罪
教
育
宣
教
修
道
会
）

私
の
召
命
の
た
め
に
い
つ

も
祈
り
、
信
仰
の
模
範
と

な
っ
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝

し
ま
す
。
韓
国
か
ら
来
日
し

て
20
年
経
っ
た
時
、
帰
化
し

ま
し
た
。
理
由
の
一
つ
は
、

子
供
の
時
に
見
て
き
た
、
韓

国
に
帰
化
し
て
奉
仕
す
る
宣

教
修
道
会
の
司
祭
の
方
々
の

姿
で
し
た
。

� 記念の花束を受けメッセージを話す修道者、奉献生活誓願の皆さん。

On December 8, 2020, Pope Francis published an apostolic letter, 
Patris Corde (With a Father’s Heart) to mark 150 years since Pope 
Pius IX declared St. Joseph Patron of the Universal Church. Pope 
Francis declared December 8, 2020 to December 8, 2021 as the 
“Year of St. Joseph.”1

Then, on December 27, he announced that the period March 19, 
2021, to June 26, 2022, will be Amoris laetitia Family Year, a time 
to reflect upon his apostolic exhortation, The Joy of Love. And 
last January 31, the pope announced that from now on the fourth 
Sunday of July will be the World Day for Grandparents and the 
Elderly.

We can see that Pope Francis is calling upon us who have endured 
more than a year facing the coronavirus pandemic to especially 
think of and cherish our families. However, in light of the pope’s 
insistence that all men and women are brothers and sisters, this 
should mean that our families are not merely a matter of blood, but 
include all communities, regions, and nations – the whole world.

Pope Francis has established the Year of Joseph in order to deepen 
our trust in St. Joseph, to ask for his intercession, and to imitate 

his virtues. In the pope’s apostolic letter, he considers the image of 
St. Joseph as father and lists seven characteristics to keep in mind 
in this pandemic calamity. These traits apply to all of us, not just 
fathers. Please read Patris corde and deepen your friendship with St. 
Joseph.

The Church has long been devoted to St. Joseph and long sought 
his intercession. Let us pray that through the intercession of St. 
Joseph our faith and love will be purified, and that this plague will 
end as soon as possible.

In addition, in my catechesis as president of the bishops’ 
conference and in connection with the Year of St. Joseph, I have 
offered thoughts on “St. Joseph, Protector of Life” (in Japanese). I 
hope you will reflect on them.

1 �Pope Francis, Apostolic Letter Patris Corde: On the 150th Anniversary of the 
Proclamation of Saint Joseph as Patron of the Universal Church 
March 4, 2021 
Joseph Mitsuaki Takami, P.S.S. 
Archbishop of Nagasaki 
President, Catholic Bishop’ Conference of Japan-

（日本カトリック司教協議会会長談話　英語版）
THE YEAR OF SAINT JOSEPH

A Statement by the President of the Catholic Bishops’ Conference of Japan
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障
害
者
の
悲
し
み
苦
し
み
は

そ
の
証
で
あ
り
、
そ
れ
が
主

の
恵
み
で
あ
る
。
イ
エ
ス
に

つ
な
が
っ
て
い
る
か
ぎ
り
希

望
が
与
え
ら
れ
る
」
と
話
し

た
。続

く
総
会
で
は
、
新
役
員

の
紹
介
が
あ
り
、
新
し
い
体

制
で
頑
張
っ
て
い
く
と
、
富と

み

永な
が

諒ま
こ
と

会
長
が
決
意
を
表
明

し
た
。
新
役
員
は
、
協
力
司

祭・山
野
聖
嗣
神
父
、会
長・

富
永
諒
、
副
会
長
・
久
保
田

忠
郎
、
平
出
孝
、
書
記
・
富

永
里
美
、
会
計・深
田
逸
子
、

役
員・江
戸
徹
、
山
田
昭
義
、

入
口
母
絵
＝
写
真
。
事
務
局

は
未
定
。

お
昼
の
後
、
黙
想
会
で
は

普
段
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
中
部
地
方
の
キ
リ

シ
タ
ン
に
つ
い
て
、
第
１
部

で
は
歴
史
の
概
観
、
第
２
部

で
は
本
題
の
尾
張
美
濃
キ
リ

シ
タ
ン
殉
教
者
に
つ
い
て
、

浅
井
神
父
の
話
を
頂
い
た
。

キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
よ

り
尾
張
で
は
、
今
の
美
和
町

花
正
を
起
点
に
、
稲
沢
、
一

宮
、
江
南
、
犬
山
を
一
直
線

に
結
ぶ
よ
う
に
北

へ
、
北
へ
と
信
者
が

広
ま
っ
て
い
っ
た
こ

と
。
26
聖
人
の
う
ち

5
人
の
出
身
教
会
が

一
宮
教
会
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
そ
し
て

キ
リ
シ
タ
ン
迫
害

は
、
権
力
者
が
変
わ

る
た
び
に
、
セ
レ
モ

ニ
ー
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
。
一

年
で
１
０
０
０
人
以

上
も
人
が
殺
さ
れ
る
な
ど
、

尾
張
・
美
濃
の
迫
害
は
極
め

て
激
し
い
も
の
だ
っ
た
こ
と

な
ど
が
語
ら
れ
た
。
彼
ら
が

命
が
け
で
伝
え
た
信
仰
を
、

次
の
世
代
に
ど
う
守
り
繋
ぐ

の
か
、
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
と
感
じ
た
。

�

（
入
口
母
絵
）

障
害
者
連
絡
会
の
今
年
度
役
員
の

皆
さ
ん
。

主
に「
切
り
取
ら
れ
て
生
き
る
」

受
難
の
主
日
を
翌
日
に
控

え
た
３
月
27
日
、
南
山
教
会

マ
リ
ア
館
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
第
33
回
名
古
屋
教
区
障

害
者
連
絡
会
黙
想
会
が
、
浅

井
太
郎
神
父
（
東
京
カ
ト

リ
ッ
ク
神
学
院
）
の
指
導
で

行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
60
人

余
り
。
遠
く
は
長
野
や
富
山

か
ら
も
参
加
が
あ
っ
た
。
聖

ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
会
の
桑
原
篤

史
神
学
生
も
参
加
し
た
。

黙
想
会
中
は
コ
ロ
ナ
対
策

が
と
ら
れ
、
ミ
サ
も
歌
唱
な

し
で
行
わ
れ
た
。
受
付
の

後
、
希
望
者
に
は
手
話
な
ど

で
ゆ
る
し
の
秘
跡
が
授
け
ら

れ
た
。

ミ
サ
の
説
教
の
な
か
で
浅

井
神
父
は
教
皇
様
が
来
日
さ

れ
た
時
の
テ
ー
マ
『
す
べ
て

の
命
を
守
る
た
め
』
と
い
う

言
葉
を
引
用
し
て
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
最
前
線
で
戦
っ
て

お
ら
れ
る
医
療
従
事
者
に
言

及
し
た
。
ま
た
、
聖
別
の
語

源
が
「
切
り
取
る
」
と
い
う

言
葉
で
あ
る
こ
と
を
用
い

て
、「
私
た
ち
は
神
様
に
切

り
取
ら
れ
た
存
在
で
あ
り
、

Ａ
Ｊ
Ｕ
チ
ャ
ン
ネ
ル

障
害
の
あ
る
方
等
を
支
援
す
る�

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ア
プ
リ
」
の
公
開

災
害
時
の
避
難
所
な
ど

で
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方

な
ど
、
会
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
で
支

援
が
必
要
な
方
に
円
滑
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
、
文
字
や
イ

ラ
ス
ト
を
使
っ
て
、
情
報
の

伝
達
や
意
思
疎
通
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ア
プ
リ
」

を
愛
知
県
が
制
作
し
公
開
し

た
。

制
作
は
愛
知
県
福
祉
局
福

祉
部
障
害
福
祉
課
で
、
紹
介

動
画
に
携
わ
っ
た
の
は
社
会

福
祉
法
人
Ａ
Ｊ
Ｕ
自
立
の
家

わ
だ
ち
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ハ

ウ
ス
（
以
下
わ
だ
ち
）
が
制

作
し
、
わ
だ
ち
で
働
く
４
人

も
出
演
し
て
い
る
。
わ
だ
ち

で
撮
影
編
集
も
行
な
い
、
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
自
立
の
家
勤

務
の
村
上
か
づ
さ
ん
が
勤
め

て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
動
画
は
３
月
23
日
に

愛
知
県
知
事
会
見
で
公
開
さ

れ
た
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト

https://w
w
w
.pref.

aichi.jp/soshiki/sho...

使
用
場
面
は
次
の
通
り
。

☆�

利
用
者
は
聴
覚
障
害
の
あ

る
方
、
知
的
障
害
や
発

達
障
害
の
あ
る
方
、
高

齢
な
ど
で
聞
こ
え
づ
ら

い
方　

避
難
所
運
営
者
・

病
院
・
薬
局
の
窓
口
、

コ
ン
ビ
ニ
・
ス
ー
パ
ー

の
店
員
、
駅
員
な
ど
。

☆�

災
害
時
の
避
難
所 

・
病

院
・
薬
局
、
コ
ン
ビ
ニ
・

ス
ー
パ
ー
、
交
通
機
関

な
ど
。

☆�

基
本
的
な
使
い
方
は
ア

プ
リ
を
開
き
相
手
に
見

せ
る
。
使
用
す
る
場
面

や
使
用
す
る
人
、
ま
た

伝
え
た
い
こ
と
等
。
尚
、

利
用
料
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
無
料
で
す
が
、
通
信

費
は
別
途
か
か
る
。

詳
し
く
は
下
記
ア
ド
レ
ス
を

開
き
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
s://y

ou
tu
.b
e/

U
8xzdV

bscpg

問
合
せ
は
愛
知
県 

福
祉
局

福
祉
部 

障
害
福
祉
課　

社

会
参
加
推
進
グ
ル
ー
プ

☎ 

０
５
２

－

９
５
４

－

６

６
９
７
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）、

Fax 

０
５
２

－

９
５
４

－

６

９
２
０

皆
さ
ん
は
シ
ェ
ル
タ
ー
の

存
在
を
ご
存
じ
で
す
か
？

シ
ェ
ル
タ
ー
と
は
避
難
所
と

い
う
意
味
で
す
が
、
様
々
な

理
由
で
行
き
場
の
な
い
人
た

ち
を
受
け
入
れ
る
場
所
で

す
。
名
古
屋
教
区
も
シ
ェ
ル

タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

愛
の
実
行
運
動
本
部
代
表
の

山
田
昭
義
さ
ん
に
紹
介
し
て

頂
き
ま
し
た
。

現
在
の
社
会
に
は
ス
ト
ー

カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ

ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
＝
家
庭
内

暴
力
）
や
困
難
を
抱
え
た
滞

日
外
国
人
な
ど
の
、
居
場
所

名
古
屋
教
区
の�

シ
ェ
ル
タ
ー
活
動
に
つ
い
て

が
な
く
、
助
け
を
求
め
て
も

行
く
場
が
な
い
人
た
ち
が
多

く
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

も
全
国
で
様
々
な
取
り
組
み

を
し
て
支
援
し
て
い
る
。

名
古
屋
教
区
で
は
難
民
移

住
移
動
者
委
員
会
を
中
心

に
、
昨
年
か
ら
シ
ェ
ル
タ
ー

を
男
女
に
分
け
て
二
か
所
に

設
置
し
支
援
を
始
め
た
。

そ
の
多
く
は
ベ
ト
ナ
ム
の

人
た
ち
だ
。
彼
ら
の
多
く
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
故
国
に

帰
る
に
帰
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
し
か
も
在
留
期
間

が
切
れ
て
し
ま
い
、
帰
る
飛

行
機
も
飛
ば
な
い
状
態
の

中
、
飛
行
機
が
飛
ぶ
ま
で
の

一
時
期
、
シ
ェ
ル
タ
ー
を
居

場
所
と
し
て
い
る
。
中
に
は

所
属
組
合
の
理
事
長
に
暴
力

を
受
け
、
教
会
に
助
け
を
求

め
逃
れ
て
き
て
、
取
り
あ
え

ず
シ
ェ
ル
タ
ー
を
利
用
し
て

い
る
人
も
い
る
。
そ
の
人
の

こ
と
は
朝
日
新
聞
に
５
回
に

渡
っ
て
連
載
さ
れ
、
技
能
実

習
生
の
置
か
れ
て
い
る
立
場

が
切
実
に
描
か
れ
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
に
シ
ェ
ル
タ
ー

を
利
用
し
た
人
の
中
に
は
、

妊
娠
し
た
奥
さ
ん
を
抱
え
た

夫
妻
も
二
組
あ
っ
た
。
異
国

の
地
で
言
葉
も
通
じ
な
い
妊

婦
さ
ん
に
と
っ
て
は
極
め
て

深
刻
な
状
況
で
あ
り
、
シ
ェ

ル
タ
ー
と
し
て
安
心
し
て
寝

る
と
こ
ろ
を
提
供
し
、
食
べ

る
も
の
に
困
ら
な
い
よ
う
に

す
る
支
援
を
す
る
の
が
精
一

杯
だ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
困
難
を
抱
え

た
人
た
ち
に
と
っ
て
ベ
ト
ナ

ム
人
の
司
祭
の
存
在
は
、
通

訳
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
不
安

と
心
配
事
な
ど
の
心
の
ケ
ア

に
も
大
き
な
役
割
を
果
た

し
、
安
心
し
て
相
談
で
き
一

緒
に
困
難
を
解
決
し
て
く
れ

る
頼
り
に
な
る
大
き
な
存
在

で
あ
る
。

こ
う
し
て
今
日
も
一
人
ベ

ト
ナ
ム
に
帰
り
、
ま
た
次
の

人
が
シ
ェ
ル
タ
ー
を
求
め
て

入
居
す
る
。
名
古
屋
教
区
と

し
て
そ
の
存
在
は
ま
だ
ま
た

知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
異
国

で
小
さ
く
さ
れ
て
い
る
人
の

た
め
に
活
動
し
て
い
る
。

（
愛
の
実
行
運
動
本
部
代
表・

�

山
田
昭
義
）

障害者の黙想会で説教をする浅井太郎神父

� （振込手数料引去後の金額）

2011. 3. 17 発災から
2021. 2. 28までの合計

単月明細 2011. 3. 17 発災から
2021. 3. 31までの合計項目 3/1～3/31

収入
支援金総額 32,551,465 292,494 32,843,959

収入合計 32,551,465 292,494 32,843,959
支出（支援先）
カリタスジャパンへ 12,388,851 150,000 12,538,851
カリタス南相馬ベース支援 2,129,450 430,189 2,559,639
いのちの光3.15フクシマ 310,000 100,100 410,100
福島被災地（狩浦神父活動）支援 500,000 100,100 600,100
大阪教会管区 東日本被災地支援 14,306,234 0 14,306,234
オールジャパン震災支援会議交通費 123,620 0 123,620
大船渡ベースへ車いす4台贈呈 123,200 0 123,200
大船渡ベースへピアノ贈呈 58,800 0 58,800
ベース支援ボランティア交通費補助 491,150 0 491,150
さいたま教区・災害支援金へ 1,000,000 0 1,000,000
福島移住女性支援ネットワーク 490,000 0 490,000
災害支援金口座へ 141,745 0 141,745
残高証明書代金 520

支出合計 32,063,050 780,389 32,843,959

東日本大震災・災害支援金の最終報告
　発災時よりカリタス福祉委員会へ振込まれました2020年度の支援金ご報告と2020年度の支援金先を報告させてい
ただきます。発災から10年間 総額 32,843,959円 をお寄せいただきました。暖かいご支援本当にありがとうござ
いました。心より感謝申し上げます ! !

口座番号：
００８２０－５－１３７４５６
名義：�カトリック名古屋教区

カリタス福祉委員会
※�お振込いただく時には、
通信欄に、募金の意向先
を記入願います。

ご連絡・問合せ先
教区カリタス福祉委員会
　　電話　052-852-1426
　　FAX　052-852-1422

※�3月度に支援金のご協力いた
だいた小教区、個人（敬称略）
　小教区：�金沢、春日井、瀬戸、

一宮、布池、南山、
鳴海・社会委員

　個　人：匿名希望1件
今後も災害発災時には、皆様
へ募金のご協力をお願いさせ
ていただくと思います。引き
続きご支援を、どうぞよろし
くお願い致します。

クリスマス献金のお礼とご報告
　待降節よりお願いしました「クリスマス献金」は、次のように
ご厚志が集計されましたので、支援先と共にご報告申し上げます。
2020年度は教会・修道会・病院・幼稚園・個人の方々より36件850,872
円をいただきました。ご協力、誠にありがとうございました。支援
をさせていただいたのは下記の団体です。心より感謝いたします。

支　　　援　　　先 支援金（単位・円）
福信館・炊き出し部 200,000
福信館建設 20,000
岐阜ダルク 50,000
岐阜ダルク・女性ハウス 50,000
名古屋ダルク 50,000
三河ダルク 50,000
名古屋マック 50,000
NPO法人セカンドハーベスト名古屋 230,872
RASAジャパン 50,000
愛知聖ルカセンター・国際こども学校を支援する会 60,000
いこいの家　　　　　　　　　　　　　　※ 50,000

合　　　計 850,872
※いこいの家とは…
　�路上生活をされている人々のお昼間のつどいの家です。カトリック、
プロテスタント、仏教の方たちが宗教を越え一緒に支援しています。
後援会会長はフォンツ・マルセリーノ神父（鳴海教会担当）です。

　　　　　　　　　　　教区カリタス福祉委員会
　　　　　　　　　　　〒466-0037　名古屋市昭和区恵方町2-15
　　　　　　　　　　　電話　052-852-1426
　　　　　　　　　　　Fax　052-852-1422

名
古
屋
教
区
カ
障
連
の
四
旬
節
黙
想
会
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復
活
の
主
日
の
４
月
４

日
、
膳
棚
教
会
で
は
、
ミ
サ

の
後
「
一い

ち

粒り
ゅ
う

会か
い

」
の
年
会

費
の
募
金
が
行
わ
れ
た
。
一

粒
会
を
担
当
す
る
大
橋
容
子

さ
ん
が
手
作
り
の
幟
を
掲

げ
、
専
用
封
筒
を
会
員
の
信

徒
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し
で

宣
伝
し
て
協
力
を
呼
び
か
け

た
。

美濃・尾張キリシタン顕彰碑　建設募金のお願い2021
　カトリック名古屋教区は2018年度より岐阜県可児市塩に、殉教
地記念塔建設事業を推進するため、資金を募り、これまでに建設
地の造成工事を完了することができました。
　今後は、顕彰碑と記念塔の建設事業を進め、目標金額に届かな
かった300万円分の募金活動を継続致しましょう。経済状況の非常
に厳しい時期ですが、皆様のご協力を重ねてお願い申し上げます。

目標金額まで残り300万円
振込先　郵便振替　カトリック名古屋教区　００８１０－５－５０６０５
　　　　通信欄に「美濃・尾張キリシタン顕彰碑建設募金」と明記。
問合せ　カトリック名古屋教区宣教司　牧評議会殉教者顕彰委員会　担当　早川和彦助祭
　　　　〒461-0004 名古屋市東区葵2-6-35　☎052-936-8366　Fax 052-935-2254

完成予想図

手作りの幟を立て一粒会会費をと呼び掛ける	
大橋容子さん。

正
義
と
平
和
委
員
会
「
生
命
倫
理
を
考
え
る
」
補
遺

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
か
ら
『
基
本
的
動
物
権
』へ
の
道

３
月
の
例
会
で
話
さ
れ
た

こ
と
を
以
下
報
告
す
る
。

復
活
祭
に
は
生
命
の
象
徴

と
し
て
ゆ
で
タ
マ
ゴ
が
配
ら

れ
る
。
さ
て
、
そ
の
タ
マ
ゴ

を
無
邪
気
に
は
い
た
だ
け
な

く
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、

最
近
、「
日
本
の
タ
マ
ゴ
は

こ
ん
な
に
危
な
い
」
と
の
見

出
し
の
雑
誌
記
事
を
目
に
し

た
か
ら
だ
。
利
益
を
上
げ
る

た
め
の
採
卵
鶏
の
悲
惨
な
飼

育
状
況
と
タ
マ
ゴ
の
汚
染
状

態
（
※
①
）
を
示
さ
れ
て
恐

怖
を
感
じ
た
。そ
の
記
事
は
、

農
林
大
臣
が
採
卵
業
者
か
ら

賄
賂
を
も
ら
い
便
宜
を
図
っ

た
犯
罪
、
日
本
政
治
頽
廃
の

背
景
を
明
ら
か
に
し
た
な
か

で
書
か
れ
て
い
る
。

さ
て
、
タ
マ
ゴ
を
そ
ん
な

に
安
く
食
べ
ら
れ
る
の
は
ニ

ワ
ト
リ
に
苦
痛
を
強
い
て
い

た
か
ら
と
な
る
と
、
復
活
祭

の
タ
マ
ゴ
を
む
や
み
に
は
喜

べ
な
い
。
新
た
な
生
命
の
誕

生
を
祝
う
は
ず
が
、
生
命
の

虐
殺
に
加
担
し
た
こ
と
に
な

る
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
は
タ
マ
コ
だ
け
で
は
な
く

肉
食
に
も
当
て
は
ま
る
。
世

の
中
の
菜
食
主
義
者
は
肉
食

用
動
物
の
苦
痛
を
敏
感
に
受

け
取
っ
た
か
ら
で
は
な
い

か
。
し
か
し
、
動
物
た
ち
の

苦
痛
を
知
り
な
が
ら
も
肉
食

を
止
め
な
い
、
そ
の
他
で
私

は
神
の
救
い
か
ら
遠
い
の
で

は
と
今
更
な
が
ら
お
の
の
い

て
い
る
。
し
か
し
、
救
わ
れ

る
た
め
に
肉
食
を
止
め
る
の

で
は
ご
都
合
主
義
だ
。
も
っ

と
根
本
的
に
、
ど
う
す
る
の

か
考
え
る
べ
き
だ
。
こ
れ
も

広
い
意
味
で
『
生
命
倫
理
』

を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。

肉
食
問
題
を
カ
ト
リ
ッ
ク

者
の
哲
学
者
浅
野
幸
治
さ
ん

の
著
作
（
※
②
）
か
ら
、
動

物
に
も
『
基
本
的
動
物
権
』

が
あ
る
か
ら
「
動
物
倫
理
」

と
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
教
え
ら
れ
た
。
イ
エ

ス
の
生
涯
を
賭
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
「
人
は
だ
れ
も
が
大

切
に
さ
れ
る
」
を
福
音
と
明

言
す
る
キ
リ
ス
ト
者
は
、
他

者
の
苦
痛
、
苦
難
を
見
過
ご

せ
な
い
。
走
り
寄
っ
て
「
隣

人
に
な
る
」
よ
う
、
イ
エ
ス

か
ら
招
か
れ
て
い
る
。
で
あ

る
な
ら
、
神
が
人
と
同
様
に

生
命
を
賜
っ
た
動
物
の
「
隣

人
に
な
る
」
よ
う
私
た
ち
キ

リ
ス
ト
者
は
招
か
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

上
記
著
書
に
も
触
れ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
旧
約
聖
書

の
人
間
論
（
創
世
記
１

－

１

１
章
）
に
は
神
の
創
造
し
た

世
界
、
い
わ
ゆ
る
、
理
想
郷

で
は
人
間
や
動
物
の
食
糧

は
植
物
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
人
の
神
へ
の

背
反
、
つ
ま
り
、
自
己
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
、
暴
力

性
に
身
を
任
せ
た
結
果
、
ノ

ア
の
洪
水
の
人
へ
審
判
が

あ
っ
た
。
神
は
新
し
く
人
と

契
約
を
交
わ
し
た
と
き
、
人

間
の
暴
力
性
を
し
ぶ
し
ぶ
認

め
肉
食
を
ゆ
る
し
た
と
あ

る
（
※
③
）。
し
か
し
、
イ

ザ
ヤ
書
に
は
終
末
の
理
想
郷

『
シ
ャ
ロ
ー
ム
』（
生
命
の
充

実
）
を
、
肉
食
で
は
な
く
草

食
の
状
態
と
表
現
し
て
い
る

（
参
照
：
イ
ザ
ヤ
11
章
１

－

10
）。
こ
こ
か
ら
、
神
の
望

ま
れ
る
人
間
の
生
き
方
は
自

己
の
暴
力
性
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
、
他
者
、
動
物
と
共
存

す
る
こ
と
と
推
察
で
き
る
。

ま
さ
に
、
復
活
祭
と
は
イ

エ
ス
は
人
の
暴
力
性
に
よ
っ

て
殺
害
さ
れ
た
。
し
か
し
、

神
は
イ
エ
ス
を
復
活
さ
せ

た
。
つ
ま
り
、
暴
力
の
発
現

で
は
な
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

「
死
」
を
終
わ
ら
せ
「
生
命
」

を
芽
生
え
さ
せ
る
、
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
な
い
か
。

菜
食
主
義
の
方
の
怒
り
を
買

う
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
す

ぐ
、
タ
マ
ゴ
を
食
べ
な
い
と

か
、
肉
食
禁
止
に
は
出
来
な

く
と
も
、
動
物
の
苦
痛
を
軽

減
し
、
や
が
て
終
わ
ら
せ
る

た
め
の
一
歩
を
始
め
よ
う
。

復
活
祭
に
は
タ
マ
ゴ
の
イ
ラ

ス
ト
さ
れ
た
美
し
い
カ
ー
ド

を
配
り
ま
し
ょ
う
。

※
①
週
刊
現
代
21
年
２
月
13
日
号

（
例
、
バ
タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
、
採
卵

鶏
の
飼
育
用
金
属
檻
、
一
羽
分
の

広
さ
Ｂ
５
サ
イ
ズ
未
満
に
羽
を
広

げ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
一
生
を
送

る
。
も
と
も
と
鶏
は
年
間
に
10

－

20
個
し
か
卵
を
産
ま
な
い
が
、
現

在
の
採
卵
鶏
は
年
間
300
個
産
む
よ

う
に
品
種
改
良
さ
れ
て
い
る
。
9

割
以
上
に
子
宮
や
卵
巣
の
疾
患
が

あ
っ
た
、
等
）

※
②
浅
野
幸
治
著
『
ベ
ジ
タ
リ
ア

ン
哲
学
者
の
動
物
倫
理
入
門
』
２

０
２
１
年
３
月
22
日
ナ
カ
ニ
シ
ヤ

出
版
（
す
べ
て
の
動
物
に
、
生
命

権
と
身
体
の
安
全
保
障
権
と
行
動

の
自
由
権
と
い
う
基
本
的
動
物
権

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
人
間
だ

け
が
基
本
的
動
物
権
を
尊
重
す
る

義
務
を
負
い
ま
す
。
…
私
た
ち
人

間
の
自
己
理
解
で
は
、
人
間
だ
け

が
自
分
自
身
を
反
省
し
、
道
徳
的

観
点
か
ら
自
由
に
自
ら
の
行
動
を

律
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
…
こ

の
能
力
が
あ
る
か
ら
、
人
間
は
理

性
を
発
達
・
開
花
さ
せ
、
自
分
の

こ
と
だ
け
で
は
な
く
他
の
動
物
の

こ
と
も
考
え
て
道
徳
的
に
振
る
舞

う
べ
き
な
の
で
す
。
頁
20
）

※
③
太
田
道
子『
暴
力
と
は
何
か
』

参
照

�

（
文
責
：
竹
谷 

基
）

「
一
粒
会
」
の
年
会
費
募
金
に 

協
力
を
！ 

呼
び
か
け�

（
膳
棚
教
会
）

名
古
屋
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
の
会
「
樹
の
会
」

「
自
分
の
出
来
る
事
で
活
動
を
す
る
」

２
０
０
７
年
信
徒
協
の
改

革
に
よ
り
女
性
部
が
廃
止
と

な
り
、
野
村
司
教
よ
り
「
女

性
の
活
動
団
体
は
必
要
で

し
ょ
う
」
と
の
提
案
を
受
け

て「
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
の
会
」

が
発
足
し
た
。そ
の
後
、「
名

古
屋
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性

の
会
『
樹
の
会
』」
の
名
称

で
初
代
会
長・広
田
幸
子（
江

南
）、２
代
目
朝
見
鈴
子
（
瀬

戸
）、３
代
目
金
森
タ
イ
（
膳

棚
）、４
代
目
平
尾
公
子
（
南

山
）、５
代
目
深
堀
冴
子
（
膳

棚
）、
現
在
は
６
代
目
平
尾

公
子
（
南
山
）
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
。
現
在
41
名
の
会

に
下
記
を
行
う
。

１�

）
霊
的
読
書
＝
現
在
は

「
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講

話
集
５
」
を
輪
読
し
て

分
か
ち
合
い
を
し
、
霊

的
読
書
に
よ
っ
て
精
神

的
養
成
の
場
と
す
る
。

２�

）
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
＝
マ

ザ
ー
テ
レ
サ
の
「
私
を
お

使
い
く
だ
さ
い
」を
歌
う
。

〈
奉
仕
活
動
〉

・�

聖
霊
修
道
院
で
の
奉
仕
＝

第
３
木
曜
日（
主
に
掃
除
、

洗
濯
、
ア
イ
ロ
ン
掛
け
、

寝
た
き
り
の
シ
ス
タ
ー
の

話
相
手
、カ
ー
ド
の
作
製
、

聖
歌
や
歌
の
披
露
な
ど
）、

10
年
間
続
け
て
来
た
の
で

修
道
院
長
よ
り「
感
謝
状
」

を
頂
い
た
＝
写
真
。

・�

福
信
館
炊
き
出
し
補
助
＝

毎
月
第
３
木
曜
日
及
び
奇

数
月
第
２
木
曜
日
に
奉

仕
。

・�

麦
の
穂
学
園
の
支
援
＝
高

校
卒
業
生
に
お
祝
の
品
と

手
作
り
カ
ー
ド
を
贈
る
。

ま
た
、
11
月
23
日
の
同
園

フ
ィ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
売
り

子
と
し
て
協
力
す
る
。

・�

老
人
ホ
ー
ム
支
援
＝
「
南

山
の
郷
」「
み
な
み
や
ま
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
を
訪
問

し
話
相
手
や
歌
の
奉
仕
。

・�

Ｄ
Ｖ
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
施

設
「
か
け
こ
み
女
性
セ
ン

タ
ー
あ
い
ち
」
の
支
援
＝

偶
数
月
例
会
時
に
支
援
物

資
及
び
寄
付
金
を
集
め
て

提
供
。
ま
た
日
カ
連
「
い

の
ち
を
守
る
運
動
」
基
金

に
申
請
を
し
て
支
援
金
の

提
供
を
受
け
る
。

・�

岐
阜
ダ
ル
ク
支
援
＝
同�

「
女
性
ハ
ウ
ス
」
の
運
営

維
持
の
為
に
手
芸
品
を

作
っ
て
そ
の
売
り
上
げ
を

寄
付
す
る
。
ま
た
、
日
カ

連「
い
の
ち
を
守
る
運
動
」

基
金
に
申
請
し
て
支
援
金

の
提
供
を
受
け
る
。

・�

定
例
会
時
に
日
カ
連
「
い

の
ち
を
守
る
運
動
」
基

金
・「
円
ブ
リ
オ
基
金
セ

ン
タ
ー
」
等
の
募
金
箱
を

回
し
て
集
め
た
募
金
を
送

金
す
る
。
問
合
せ
・
連
絡

は
深
堀
携
帯
０
９
０

－

９

１
７
２

－

４
９
４
７

員
で
活
動
を
し
て
い
る
。

樹
の
会
は
「
自
分
の
出
来

る
事
で
活
動
を
す
る
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
の

で
、
特
別
な
能
力
や
技
術
は

必
要
と
し
な
い
の
が
会
の
特

徴
で
あ
り
、
名
古
屋
教
区
の

女
性
信
徒
お
よ
び
会
の
目
的

に
同
意
す
る
未
洗
者
も
準
会

員
と
し
て
認
め
て
い
る
。
ま

た
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
団

体
連
盟
（
日
カ
連
）
に
加
盟

し
て
全
国
の
会
員
と
繋
が
り

を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

〈
定
例
会
〉

・�

毎
月
第
２
火
曜
日
に
定
例

会
を
す
る
が
、
議
事
の
前

教区の皆様� 大阪教区 教区長 前田万葉 大司教
� 大会実行委員長 松浦　謙
第41回「カトリック正義と平和全国集会大阪大会」が開かれます。
「�2021年大阪大会テーマ“すべてのいのちを守ろう”�
～誰も置き去りにしない世界に向けて No one will be left behind ～」
　2020年に世界を襲った新型コロナウィルス感染症は、わたしたちの日常を根底から揺るがし、生き方、価値観、
人間関係、あらゆる面において大きな変化をもたらしました。そのような中で開かれる2021年の「正義と平和」
全国大会は、この現実からわたしたちが何を学び取るか、何を問われているかを考える機会になるでしょう。
　教皇フランシスコは回勅『ラウダート・シ ともに暮らす家を大切に』において、神が創造され、わたし
たちに恵みとして与えられた自然と、その中で生きるすべての人間のいのちを大切にするよう訴えました。
そして2019年訪日の際、「すべてのいのちを守るため」というテーマのもとに、兄弟愛の精神をもって、あ
らゆる人の価値と尊厳を守るように呼びかけました。
　2015年の国連サミットで採択された SDGs「持続可能な開発目標」において「誰一人取り残さない No 
one will be left behind」という基本理念が掲げられています。わたしたちは教皇フランシスコのメッセー
ジに励まされ、国際社会が目指そうとする方向性と心を合わせて歩みたいと思い、これをサブテーマの趣
旨に活かすことにしました。なお、2日目の玉造教会でのミサ以外は、全て分科会会場で行われます。詳し
い案内は後日お知らせします。
プログラムは以下の通り。
11月22日（月）　�14：00 分科会会場教会（大阪教区内 数か所）に直接集合�

14：30 分科会開始　17：00 みことばと祈りの集い　18：00 懇親会
11月23日（火）　�9：00～ 分科会続き 前日の分科会の内容を踏まえて小グループ分かち合いと個人の振り返り�

2日目のみ参加できる人たち向けの特別プログラムも予定�
（昼食と移動）　14：00 ミサ　大阪カテドラル聖マリア大聖堂　16：00 閉会

問合せ　☎06-6942-1784　Email jptaikai@osaka.catholic.jp（大会事務局）

一
粒
会
に
つ
い
て

一
粒
会
は
神
学
生
の
養
成

を
援
助
す
る
た
め
の
活
動
で

す
。「
一
粒
会
」
の
会
員
は

名
古
屋
教
区
民
全
員
で
す
。

神
に
呼
ば
れ
て
い
る
の
が

「
召
命
」
で
す
。
そ
の
使
命

の
中
に
は
、
司
祭
・
修
道
者

へ
の
召
命
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
召
命
の
た
め
に
祈
り
、
献

金
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
一
粒
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。

神
学
生
養
成
の
た
め
に
皆
さ

ま
の
お
祈
り
と
献
金
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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一粒会・委員総会の開催
日　時　5月16日（日）　13：00～16：00
場　所　布池文化センター
　　　　�コンコルディアホール
　　　　（布池教会境内地）
出席者　名古屋教区全小教区の一粒会委員
問合せ　一粒会委員長　西村由美子
　　　　☎090-1279-9932

大型連休の休館日のお知らせ

名古屋教区本部事務局
　名古屋教区本部事務局のお休みは、4月29
日、5月1日～5日まで。
名古屋教区本部事務局
問合せ　☎052-935-2223

聖パウロ書院
　ご迷惑をおかけしますが4月29日、5月3日、
5月4日、5月5日の祝日は休み。
〒461-0004 名古屋市東区葵1-13-2
問合せ　☎052-936-4443

カトリック名古屋教区 
セクシュアル・ハラスメント 

対応委員会 
ホットライン 

 080-2625-4681
受付　月～金（祝日除く）　

時間　10：00～12：00　　　

13：00～16：00

名古屋市東区葵2-6-35

カトリック名古屋教区センター

相談の秘密、プライバシーは厳守します。 

安心してご相談下さい。

�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

5
月
の
教
会
暦

２
日
㈰	
復
活
節
第
５
主
日

３
日
㈪	

聖
フ
ィ
リ
ポ
聖
ヤ
コ
ブ
使
徒

（
祝
）

９
日
㈰	

復
活
節
第
６
主
日　

	

世
界
広
報
の
日
（
献
金
）

14
日
㈮	

聖
マ
チ
ア
使
徒
（
祝
）

16
日
㈰	

主
の
昇
天
（
祭
）

23
日
㈰	

聖
霊
降
臨
の
主
日
（
祭
）

24
日
㈪	

教
会
の
母
聖
マ
リ
ア
（
記
）

26
日
㈬	

聖
フ
ィ
リ
ポ
・
ネ
リ
司
祭
（
記
）

30
日
㈰	

三
位
一
体
の
主
日
（
祭
）

31
日
㈪	

聖
母
の
訪
問
（
祝
）

6
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

６
日
㈰	

キ
リ
ス
ト
の
聖
体
（
祭
）

11
日
㈮	

イ
エ
ス
の
み
心
（
祭
）

13
日
㈰	

年
間
第
11
主
日

20
日
㈰	

年
間
第
12
主
日

24
日
㈭	

洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
誕
生（
祭
）

27
日
㈰	

年
間
第
13
主
日　

	

聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の
献
金

29
日
㈫	

聖
ペ
ト
ロ
聖
パ
ウ
ロ
使
徒（
祭
）

教
区
行
事
予
定

5
月

８
日
㈯	

宣
司
評
運
営
委
員
会
／
殉
教
者

委
定
例
会
／
信
徒
協
幹
事
会
／

共
助
連
絡
会

９
日
㈰	

城
東
Ｂ
会
議
／
中
高
生
会

11
日
㈫	

樹
の
会

12
日
㈬	

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会

14
日
㈮	

正
義
と
平
和
委
定
例
会
「
学
習

会
」

15
日
㈯	

樹
の
会
「
総
会
」
／
レ
ジ
オ
名

古
屋
ク
リ
ア

16
日
㈰	

城
北
Ｂ
会
議
／
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ミ
サ
・
中
止
／
青
年

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

委
員
会
／
一
粒
会
委
員
総
会

20
日
㈭	

月
集
＊

22
日
㈯	

典
礼
委
員
会

23
日
㈰	

北
陸
Ｂ
会
議
／
布
池
教
会
堅
信

式
＊

27
日
㈭	

教
区
顧
問
会
＊

29
日
㈯	

教
区
法
人
評
議
員
会
＊

30
日
㈰	

愛
岐
Ｂ
「
兄
弟
の
集
い
」・
中

止
／
富
山
教
会
堅
信
式
＊

6
月

６
日
㈰	

宣
教
司
牧
評
議
会
＊

８
日
㈫	

樹
の
会

10
日
㈭	
教
区
顧
問
会
＊

11
日
㈮	
正
義
と
平
和
定
例
会

12
日
㈯	
殉
教
者
委
定
例
会
／
信
徒
協
役

員
会

13
日
㈰	

松
浦
司
教
着
座
記
念
日
／
中
高

生
会

15
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

16
日
㈬	

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会

17
日
㈭	

月
集
＊

19
日
㈯	

共
助
連
絡
会
総
会
／
レ
ジ
オ
名

古
屋
ク
リ
ア
黙
想
会

20
日
㈰	

愛
岐
Ｂ
会
議
／
青
年
委
員
会
／

修
女
連
交
流
会

24
日
㈭	

司
祭
評
議
会

26
日
㈯	

濃
尾
Ｂ
会
議
／
典
礼
委
員
会

27
日
㈰	

一
粒
会
の
集
い
（
東
海
地
区
）

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

5
月

12
日
㈬	

社
会
司
教
委
員
会

13
日
㈭	

常
任
司
教
委
員
会

31
日
㈪	

南
山
学
園
評
議
員
会

6
月

３
日
㈭	

司
教
常
任
委
員
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
っ
た
行
事

①�

５
月
16
日
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ

サ
②�

５
月
30
日
愛
岐
ブ
ロ
ッ
ク
兄
弟
の
集
い

福
信
館
便
り 

☎
０
５
２（
935
）
７
１
８
０

◇
5
月
の
炊
き
出
し　

木
６
日
布
池
、

13
日
南
山
・
樹
の
会
、
20
日
聖
霊
・
南
山
・

樹
の
会
、
27
日
城
北
橋　

金
７
日
喜
望

の
会
、
14
日
長
浦
・
喜
望
の
会
、
21
日
布

池
、
28
日
南
山

主に捧げる24時間 

聖体礼拝は終了

　主税町記念聖堂の「主に捧げる24時間」

は3月末で終了しました。

主　催　カトリック名古屋教区

　　　　☎052-935-2223

責任者　平田政信神父

福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約77.0％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

629件 30,824,348円
（3/31現在）目標額 40,000,000円

協力協力

建
設
費
の
返
済
に

　
を

建
設
費
の
返
済
に

　
を

サダナ ～神への道～
【入門コース】

日　時　入門B　5月23日（日）
　　　　　　　　9：30～17：00
　　　　入門C　6月20日（日）
　　　　　　　　9：30～17：00
指　導　植

うえ

栗
ぐり

 彌
わたる

神父（イエズス会）
場　所　�聖霊会八事修道院�

ミッションセンター
　　　　�名古屋市昭和区八事本町1番地
問合せ　撹

かく

上
あげ

 暁
あき

子
こ

　　　　mail ngosdn@gmail.com
　　　　☎050-7108-7410

　　　　�ホームページは�
QRコード。

聖マリアの無原罪教育宣教�
修道会

2021年度 聖書の学び（岐阜）

日　時　5月23日（日）　パンの理解①
日　時　6月13日（日）　パンの理解②
日　時　7月11日（日）　�弟子となる歩みの中

で①
諸事情により一週間ずれることがあります。
参加希望者は日時を確認の事。
場　所　聖マリアの無原罪教育宣教修道会
　　　　�岐阜修道院・聖マリア女学院�

（マドンナホール）
　　　　岐阜市福富201
問合せ・係り
　　　　シスター碇（いかり）
　　　　☎058-229-3985（修道院）
　　　　携帯電話 090-3933-3220
交通アクセス
　　　　�JR 岐阜駅から市バス12番で乗車、

三田洞バス停下車（27～28分乗車）、
乗車時に電話を下さい。バス停で
待っています。JR名古屋駅から約
1時間。自動車で来られる方は聖
マリア女学院でナビ設定。

パイプオルガンブランチ�
コンサート

日　時　5月26日（水）
　　　　開場10：00、
　　　　開演10：30～11：30
会　場　�愛知県芸術劇場コンサート

ホール
入　場　1000円（全自由席）
プログラム
　　　　�10年分のリクエストコンサー

ト、他。
演　奏　Org. 吉田 文
主　催　�名古屋オルガンの秋実行委員会
　　　　http://organaki.exblog.jp
問合せ　二宮音楽事務所
　　　　☎052-505-0151
チケットは二宮音楽事務所、愛知芸文
プレイガイド他。新型コロナウイルス
感染拡大の状況により、演奏会を中止
する場合があります。オルガン秋HP、
又は二宮音楽事務所で確認。

名
古
屋
教
区
信
徒
使
徒
職
協
議
会

か
ら
お
知
ら
せ

同
伴
司
祭
と
し
て
３
年
間
私
ど
も
と
ご

一
緒
し
て
い
た
だ
い
た
寺
尾
總
一
郎
神
父

様
（
膳
棚
教
会
）
は
２
０
２
０
年
度
末
を

も
っ
て
、平
田
豊
彦
神
父
様
（
布
池
教
会
）

に
替
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
間
、

信
徒
使
徒
職
に
つ
い
て
様
々
に
ご
教
示
い

た
だ
い
た
寺
尾
神
父
様
に
深
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
新
た
に
同
伴
司
祭
の
役
を
引

き
受
け
て
下
さ
っ
た
平
田
豊
彦
神
父
様
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
共
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�
（
信
徒
協
会
長　

滑
川
正
雄
）

放
送
や
映
画
、
視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
に
携

わ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
際
的
な
団
体
シ
グ

ニ
ス
（
世
界
カ
ト
リ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
協
議

会
・
本
部
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
の
日
本
組
織

シ
グ
ニ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
（
カ
ト
リ
ッ
ク
メ

デ
ィ
ア
協
議
会
会
長
土
屋
至
）
は
、
２
０

２
０
年
度
第
45
回
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
映
画

賞
に
劇
映
画
「
コ
ン
プ
リ
シ
テ
ィ
＝
優
し

い
共
犯
」近ち

か

浦う
ら

啓け
い

監
督
作
品
（
116
分
）
を

決
定
し
た
。

あ
ら
す
じ
は
、
病
気
の
母
と
年
老
い
た

祖
母
を
祖
国
に
残
し
、借
金
を
背
負
っ
て
、

技
能
実
習
生
と
し
て
中
国
か
ら
日
本
に

や
っ
て
き
た
青
年
チ
ェ
ン
と
、
彼
が
住
み

込
み
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
そ
ば
屋
の
主

人
と
の
心
の
つ
な
が
り
を
描
く
感
動
作
。

10
月
初
旬
よ
り
東
京
ア
ッ
プ
リ
ン
ク
吉

祥
寺
に
て
上
映
予
定
。
授
賞
式
及
び
監
督

と
シ
グ
ニ
ス
顧
問
司
祭
で
あ
る
晴は

れ
佐さ

久く

昌ま
さ

英ひ
で

神
父
と
の
ト
ー
ク
を
行
う
予
定
で
す
が

日
時
会
場
は
未
定
。
な
お
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
上
映
予
定
が
変
更
に
な
る
事
も
あ

る
。

問
合
せ
・
事
務
局

東
京
都
港
区
赤
坂
８

－

12

－

42

�

女
子
パ
ウ
ロ
会
内 SIGN

IS JA
PA
N

事
務
局

☎
０
３

－

３
４
７
９

－

３
９
４
１

e-m
ail  info@

signis-japan.org
「
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
映
画
賞
」 

映
画
「
コ
ン
プ
リ
シ
テ
ィ
＝

優
し
い
共
犯
」
に
決
定


